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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年1月10日㈫
当日消印有効

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
12月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●②祭礼に繰り出す飾り屋台。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の言葉です。
●に入る言葉は何でしょう。

クイズの答え 「●●」

8月号のこたえ「エンゲイ」　応募数/293名　正解数/289名 ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。
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水稲共済に加入しましょう  P2～3

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
等
を
交
代
さ
れ
る
場
合
は
、

各
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
等
を
交
代
さ
れ
た
場
合
は
、
早
め
に
組
合
へ
「
届

出
書
」
と
「
諸
手
当
振
込
口
座
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
諸
用
紙
は
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代
表
者
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
共
済
の
集
会
場
・
神
社
等
の
物
件
や
農
機
具
共
済
の
共
同
利
用

物
件
を
代
表
者
名
義
で
加
入
し
て
い
る
場
合
、
代
表
者
の
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
「
組
合
員
名
義
変
更
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
変
更
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
各
支
所
・
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
が
発
生
し
た
ら

ご
連
絡
を

　
加
入
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
や
、
建
物
、

農
機
具
に
事
故
が
あ
っ
た
時
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連

絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
お
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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●①昆布や鰹節などの食品を煮出した汁。

お友達
募集中

公式アカウント
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県
内
で
は
８
月
３
日
か
ら

４
日
に
か
け
て
、
下
越
地
方

を
中
心
に
猛
烈
な
雨
が
降
り

ま
し
た
。
こ
の
大
雨
の
影
響

で
、
土
砂
災
害
や
浸
水
な
ど

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
近
年
は
想
定
を
超
え
る
豪

雨
や
台
風
、
猛
暑
に
よ
る
品

質
低
下
な
ど
の
自
然
災
害
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
頻
発

す
る
災
害
に
備
え
て
水
稲
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
稲
共
済
は
、
公
的
な
補

償
制
度
で
あ
り
、
よ
り
安
い

掛
金
で
よ
り
多
く
の
方
か
ら

ご
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負

担
し
て
い
ま
す
。 

水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

冠水した穂の状態を確認する損害評価員

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
て

共済金支払い実績

支払戸数

1,410 戸

1,304 戸

1,303 戸

被害面積

1,665 ha

3,157 ha

2,542 ha

支払共済金

2億4,858万円

1億9,843万円

2億2,974万円

主な被害

異常高温
干　　害
獣　　害
異常高温
日照不足
風  水  害

令和元年

年　　産

令和２年

令和３年

猛暑による高温、水不足、台風による風水害やイノシシによる被害が増加しています。

水稲共済の対象となる災害は…

上記災害の他：冷害、病害、虫害、ひょう害、火災、地震、噴火、地すべり、その他気象上の原因による災害

令和５年産10ａ当たりの掛金・賦課金はどれくらい？

補償割合

９割

９割

８割

９割

負担共済掛金・賦課金

５１５円

４８８円

３１８円

（新潟市の場合）３０１円

品質方式

引受方式

全相殺方式

半相殺方式

地域インデックス方式

掛金賦課金の例（県平均） 一筆半損特約あり

※掛金は共済金の支払状況や特約の付加に応じて、個人ごとに掛金率が異なります。
　また、地域インデックス方式は、市町村により掛金率が異なります。

自分にあった方式・保険を確認しましょう

青色申告をしている

全ての農産物を対象に収量の減少だけ
でなく、価格の下落など様々なリスク
による収入の減少を補償してほしい

品質方式 全相殺方式 半相殺方式

収入保険

はい

はい

はいいいえ

はい

はいはい

いいえ

いいえ

いいえ

局地的被害をサポートする 「一筆全損特例」「一筆半損特約」
　水稲共済の各加入方式は、被害が発生したときに組合員ごとに減収量等を算出しますので、
局地的な被害を受けても共済金の支払い対象にならない場合があります。
　耕地ごとに被害が発生したときに補償を受けられるように、全ての加入方式には「一筆全損
特例」を標準で付加しており、被害耕地ごとに収穫が全く見込めない場合に、共済金の支払い
対象となります。
　さらに、「一筆半損特約」を付けることで、被害耕地ごとに５割以上の減収が認められる場合に、
共済金をお支払いすることが可能になりますので、特約を付加することをおすすめします。

河川の氾濫により土砂が流入した圃場（関川村）河川の氾濫により土砂が流入した圃場（関川村）

風　害 水　害 干　害 鳥獣害

おおむね全量を農業協同組合等へ出荷
または、共同乾燥調製施設に搬入・出荷
している（注）

出荷実績を基に補償割合
の高い補償を受けたい

収穫量の減少による被害だけでなく、
高温障害などの品質低下による被害
も補償してほしい

地域全域に被害を及ぼす様な被害だけ
でなく、戸別の被害にも対応した補償
を受けたい

地域インデックス方式

いいえ

いいえ

（注）「全相殺方式」は、収穫量を帳簿などで確認できる白色申告者でも加入できます。

　青色申告をされている農
業者の方には、自然災害だ
けでなく価格低下や、取引
先の倒産、不慮の事故など、
経営努力だけでは避けられ
ないリスクも補償する「収
入保険」をおすすめします。

青色申告を
されている方は…



　「
農
業
は
『
稼
げ
な
い
』・『
き
つ
い
』

産
業
だ
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
工

夫
次
第
で
十
分
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
」
と
前
向
き
に
話
す
山
田
さ
ん
。
現

在
、
水
稲
５　
、
柿
30
ａ
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
２
ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、
佐
渡
総
合
高
校
で
講

師
を
し
て
い
た
山
田
さ
ん
は
生
徒
に
世

界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
の
教
育

を
行
う
中
で
、
佐
渡
地
域
が
ト
キ
と
の

共
生
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
生
き
物
を
育
む
た
め
に
農
薬
や

化
学
肥
料
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
感
銘

を
受
け
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
総
合
高
校
退
職
後
は
、
有
機
農

法
を
実
践
す
る
農
業
法
人
で
２
年
間
働

き
、
水
稲
や
園
芸
作
物
の
基
礎
知
識
を

学
び
ま
し
た
。「
有
機
農
法
は
コ
ス
ト

が
か
か
り
ま
す
が
、
安
全
で
味
は
最
高

で
す
。
初
め
て
有
機
農
法
で
栽
培
し
た

柿
や
ブ
ド
ウ
を
食
べ
た
時
は
味
の
良
さ

シャインマスカットの栽培面積を増やしていきたいです

今年は「おけさ柿」の品質もよく、一安心しました

佐渡市旭
やす ひろ

山　田　祥　寛さん（28）

明日へむかって

有機農業に魅力を感じて

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
の
ぞ
か

せ
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
で
味
に
こ
だ
わ
っ
た
農

業
を
目
指
し
、
令
和
４
年
４
月
に
満
を

持
し
て
独
立
し
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
場
面
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　「
ブ
ド
ウ
を
種
無
し
に
す
る
ジ
ベ
レ

リ
ン
処
理
は
開
花
か
ら
３
日
以
内
に
行

い
ま
す
が
、
今
年
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

し
て
し
ま
い
一
部
の
房
で
種
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用
し
て
い

る
有
機
肥
料
の
価
格
が
昨
年
と
比
べ
て

２
倍
近
く
高
騰
し
た
の
で
、
今
後
の
経

営
を
考
え
る
と
何
か
対
策
を
立
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
思
案
し
ま
す
。

　　
現
在
、
山
田
さ
ん
は
忙
し
い
仕
事
の

合
間
を
縫
っ
て
新
潟
市
の
果
樹
農
家

の
下
へ
通
い
、
栽
培
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。「
ル 

レ
ク
チ
エ
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
栽
培
に
お
け
る
枝
曲
げ
や
、
ブ
ド
ウ

の
果
粒
軟
化
期
の
副
梢
（
主
枝
か
ら
出

る
若
い
枝
）
管
理
な
ど
大
変
参
考
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る

こ
と
ば
か
り
で
す
」
と
謙
虚
に
話
し
ま

す
。

　
栽
培
知
識
や
技
術
を
向
上
さ
せ
て
、

安
全
で
美
味
し
い
農
作
物
を
消
費
者
に

届
け
る
努
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽

培
面
積
を
増
や
し
、
農
薬
や
肥
料
を
使

わ
な
い
自
然
栽
培
米
や
ル 

レ
ク
チ
エ

な
ど
、
高
単
価
作
物
中
心
の
栽
培
に
シ

フ
ト
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
農
作
業

を
効
率
化
し
て
負
担
を
軽
減
し
た
農
業

に
取
り
組
み
、
経
営
規
模
拡
大
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

　「『
稼
げ
る
』・『
負
担
が
少
な
い
』
農

業
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
農
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
が
増
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
ま
す
。

5 4

農
業
の
世
界
へ

技
術
の
向
上
に
む
け
て

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

有
機
農
業
の
魅
力
と
課
題

ha

ジ
　
ア
　
ス
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収
入
保
険
の
補
て
ん
金
の
支
払
い
は
、

保
険
期
間
の
終
了
後
に
な
り
ま
す
。
保
険

期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
自
然
災
害
や
価
格

低
下
等
に
よ
り
補
て
ん
金
の
受
け
取
り
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、
補
て
ん
金
受
け
取
り

見
込
額
の
８
割
を
限
度
と
し
て
無
利
子
の

つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る
収
入
保

険
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　新潟市西蒲区巻地区では、昭和44年に角田山麓
で柿団地の造成が行われました。現在は約150ha
の園地を有する大産地となり、新潟県内では佐渡
市に次いで、第２位の生産量を誇ります。角田山
麓には古墳や遺跡があり、その昔、この地に「越
の王」と呼ばれる統治者がいたことにちなみ、「越
王おけさ柿」と命名されました。

つ
な
ぎ
融
資
で
保
険
期
間
中
の
営
農
資
金
も
安
心
!!

災
害
時
の
資
金
繰
り
を
サ
ポ
ー
ト

収
入
保
険 

加
入
者
の 

　
近
年
の
米
価
下
落
に
加
え
、
令
和

３
年
産
は
収
量
減
少
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
ま
し
た
が
、
収
入
保
険
に
加

入
し
て
い
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
は
小
規
模
、
米
単
作
の

単
作
経
営
に
も

魅
力
的
な
収
入
保
険水

稲
約
2.6 
ha

水
稲
22 
、
大
豆
6

　

ha

ha

声

農
業
経
営
者
に
と
っ
て
非
常
に
頼
り

に
な
り
ま
す
。

　
以
前
、
台
風
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に

よ
り
白
穂
被
害
が
大
発
生
し
た
際
、

損
害
評
価
員
と
し
て
実
測
調
査
に
出

動
し
、
被
害
申
告
数
の
多
さ
と
全
筆

実
測
調
査
の
手
間
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
が
廃

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
収
量
の
減

収
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
収
入
を
補

償
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
担
当
者
か
ら
す
す

め
ら
れ
、
令
和
２
年
か
ら
収
入
保
険

に
加
入
し
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
が
、
簡
易
方
式
を
選
択
し
た
の

で
白
色
申
告
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
手
間
で
移
行
で
き
、
さ
ほ
ど
面
倒

に
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
経

理
ソ
フ
ト
を
購
入
し
自
分
で
仕
訳
け

を
し
て
い
る
た
め
、
資
金
の
流
れ
を

よ
り
詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
息
子
に
経
営
移
譲
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
収
入
維
持
が
で
き
な

い
よ
う
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
収
入
保
険
加
入
で
安
心
を
担
保

に
、
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業
経
営
収

入
保
険
事
業
の
普
及
お
よ
び
加
入
拡
大
等
に
貢
献
し
た
生
産

部
会
長
等
を
決
定
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
は
西
蒲
区
「
越
王

柿
栽
培
組
合
」
が
受
賞
し
、
９
月
９
日
、Ｊ
Ａ
新
潟
か
が
や
き

巻
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
感
謝
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
「
越
王
柿
栽
培
組
合
」
大
澤
明
組
合
長

（
56
）
は
、「
昨
年
は
春
先
の
降
霜
で
損
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

収
入
保
険
の
お
か
げ
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

収
入
保
険
の
必
要
性
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
度
開
始
当
初
か
ら
周
囲
の
農
家

や
職
員
か
ら
話
を
聞
き
、
興
味
は
あ

り
ま
し
た
が
、
安
く
な
い
保
険
料
に

加
入
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
筆
方
式
の
廃
止
や
異
常
気
象
に

よ
る
減
収
、
仮
渡
金
の
下
落
な
ど
を
受

け
、
理
事
会
で
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

　
全
員
総
会
で
の
議
決
を
経
て
、
令

和
３
年
か
ら
加
入
し
ま
し
た
が
、
台

風
の
影
響
や
米
価
の
下
落
で
売
り
上

先
を
見
据
え
た
経
営
の
た
め
に

収入保険でカバーしながら安定経営を
目指します

白色申告から青色申告の移行もスムーズにできました

感謝状を手にする大澤
組合長。地域ブランド
「越王おけさ柿」を守り
続けて行きたいと話す。

今年は、８月３日か
ら県北部で発生した
水害により、つなぎ
融資の申請がきてい
ます。

代
表
理
事

　阿 

部  

教 

夫
さ
ん（
73
歳
）

南
魚
沼
市
下
出
浦

　

加 

藤

　捷
一
郎
さ
ん（
79
歳
）

げ
は
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
作
業
賃
金
の
支
払
い
な
ど
を
考

え
る
と
資
金
が
心
も
と
な
く
、
無
利

子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
利
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
通
常
の
流
れ
で
経
理

を
回
せ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
収
量
・
品
質
が
以
前
の
よ
う
に
確

保
で
き
ず
、
米
価
も
下
落
。
規
模
拡

大
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
売
り

上
げ
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
社
会
構
造
や
気
象
条
件
な
ど
の
避

け
ら
れ
な
い
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、

収
入
保
険
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
が
安
心
し
て
経
営
を
引
き
継

げ
る
よ
う
な
経
営
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
園
芸
品
目
導
入
な
ど
で
収
入

安
定
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

収入
保険
収入
保険

三
条
市
鬼
木
新
田

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
鬼
木
新
田

自然災害、病虫害
、

市場価格が下落

令
和
４
年
度
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
表
彰

越王（こしわ）おけさ柿とは・・・

新
潟
市
西
蒲
区 「
越
王
柿
栽
培
組
合
」 

が
受
賞

こ
し  

わ

すぐに資金が
必要な方は
ご相談
ください。

当面の運転資金

給料が支払えない

資材の支払い

県内のつなぎ融資の利用状況

収入保険の相談窓口を新設しました
　収入保険へ加入を考えている方、興味のある方、制度内容を聞
きたい方など、個々の経営内容に応じた相談をお受けしています。
　NOSAI新潟では新しくホームページに収入保険相談窓口を開
設しました。収入保険相談窓口をクリック、または右の二次元コー
ドを読み込むだけで必要事項を記入することができます。
　また、最寄りの支所・センターでも随時相談を受け付けています。

令和元年 令和２年 令和３年

件　　数

貸付金額

14件

4,011万円

19件

4,215万円

31件

6,933万円
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「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

　
県
内
の
レ
ン
コ
ン
産
地
、
五
泉

市
の
ブ
ラ
ン
ド
「
五
泉
美
人
」
の

出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　「
五
泉
美
人
」
は
肥
沃
な
土
壌
と

き
れ
い
な
水
で
育
ち
、
表
面
が
な

め
ら
か
で
色
白
な
の
が
特
徴
で
す
。

２
０
１
０
年
に
地
元
Ｊ
Ａ
の
商
標

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
食
感

も
収
穫
時
期
に
よ
っ
て
変
わ
り
、

10
月
以
降
に
出
荷
さ
れ
る
も
の
は

身
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
て

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
歯
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
日
照
時
間
が
長
く
、
台

風
な
ど
の
影
響
も
少
な
か
っ
た
た

め
順
調
に
生
育
し
、
例
年
に
な
く

豊
作
だ
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
五
泉
蓮
根
生
産
組
合
で

は
13
人
が
約
20
　
で
「
五
泉
美
人
」

を
栽
培
し
、
翌
年
の
６
月
上
旬
ま

で
約
２
４
０
ト
ン
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
土
田
久
志
組
合
長
は
「
今
年
の

レ
ン
コ
ン
は
丸
々
太
っ
て
い
て
、

10
月
か
ら
ど
ん
ど
ん
お
い
し
く
な

り
、
甘
み
が
増
し
ま
す
。
天
ぷ
ら

や
煮
物
に
も
最
適
な
の
で
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　「
五
泉
美
人
」
は
地
元
Ｊ
Ａ
の
直

売
所
や
県
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

～支所通信～

　
水
稲
約
16
　
を
作
付
け
す
る
「
孫

作
」
で
は
、
自
社
の
有
機
栽
培
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
新
之
助
の
米
粉
を

使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
製
造

販
売
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
わ
ふ
わ
、
も
ち
も
ち
の
食
感

は
米
粉
1
0
0
％
使
用
な
ら
で
は

で
す
ね
」
と
商
品
開
発
担
当
の
あ

ゆ
み
さ
ん
。
豆
乳
を
使
用
し
ア
レ

ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
は
、
焼
き
た
て
を
急
速
冷
凍

自社栽培の生ニンニクも好評販売中です

季節に応じた
様々な味
が楽しめます 宣伝部長の

桃香さん（7）

代
表
取
締
役

　水
品 

栄
人
さ
ん
（
38
）・ 

あ
ゆ
み
さ
ん
（
34
）

ひ
で

　と

株
式
会
社 

孫
作

　刈
羽
村
赤
田
北
方

五
泉
蓮
根
生
産
組
合

　組
合
長

　土 

田
　久 

志
さ
ん
（
55
）

村
上
市
下
相
川

　中 

村
　 

　淳
さ
ん
（
47
）

村
上
市
小
川

　船 

山
　一 

広
さ
ん
（
44
）

五
泉
市
下
木
越

下越
支所

も
み
殻
を
土
壌
改
良
材
に
ペ
レ
ッ
ト
加
工

冬の寒さで甘みが増
すので、

ぜひ味わってくださ
い。

～支所通信～

す
る
の
で
日
持
ち
が
良
く
、
閉
じ

込
め
た
水
分
で
解
凍
後
は
し
っ
と

り
し
た
口
当
た
り
に
な
り
、
全
国

の
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
設
立
10
年
目
と
な
る
孫

作
で
は
当
初
か
ら
米
粉
製
品
を
開

発
し
て
い
て
、
パ
ス
タ
な
ど
の
麺

類
か
ら
製
造
を
始
め
ま
し
た
。「
お

客
様
か
ら
『
も
っ
と
他
に
も
米
粉

食
品
を
』
と
要
望
が
あ
り
、
た
こ

焼
き
な
ど
商
品
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
た
」と
栄
人
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
お
菓
子
作
り
が
趣
味
の
あ
ゆ
み

さ
ん
が
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
。
専
用

の
加
工
場
を
作
り
、
3
年
前
に
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。「
次
は
卵
を
使
わ
な
い
製
品

に
挑
戦
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
方
に
も
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
目
標
を
話
し

ま
す
。

　
中
村
さ
ん
と
船
山
さ
ん
は
、
も
み

殻
を
使
い
土
壌
改
良
材
の
ペ
レ
ッ
ト

加
工
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
も
み
殻
ペ
レ
ッ
ト
に
関

心
が
あ
っ
た
と
い
う
二
人
。
も
み
殻

の
「
保
管
場
所
を
取
る
、
処
分
に

費
用
が
か
か
る
」
と
い
っ
た
問
題
を

解
消
し
た
い
と
思
い
、
ペ
レ
ッ
ト
成

形
機
を
購
入
し
ま
し
た
。
フ
レ
コ
ン

20
袋
分
の
も
み
殻
を
ペ
レ
ッ
ト
に
加

工
し
た
結
果
、
体
積
は
６
分
の
1
程

度
に
減
少
し
、
保
管
場
所
も
大
幅
に

縮
小
で
き
た
と
話
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
圃
場
に
も
み
殻
ペ
レ
ッ

ト
を
散
布
し
実
証
実
験
を
行
い
、

「
10
a
当
た
り
１
０
０
㎏
の
ペ
レ
ッ

ト
を
田
ん
ぼ
に
散
布
し
ま
し
た
。
ペ

レ
ッ
ト
に
多
く
含
ま
れ
る
ケ
イ
酸
を

効
率
良
く
補
給
で
き
る
た
め
、
病

気
の
抑
制
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
に
燻
炭

に
、
赤
土
と
肥
料
を
混
ぜ
た
育
苗
用

の
軽
量
床
土
を
製
造
し
販
売
も
始
め

ま
し
た
。
い
ず
れ
は
ペ
レ
ッ
ト
と
床

土
専
門
の
新
法
人
の
立
ち
上
げ
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
年
は
特
に
肥
料
が
高
騰
し
て

い
ま
す
が
、
も
み
殻
ペ
レ
ッ
ト
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
田
ん

ぼ
か
ら
出
た
も
の
を
田
ん
ぼ
へ
返
す

と
い
う
循
環
型
農
業
も
実
践
で
き
ま

す
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　「
今
後
は
ペ
レ
ッ
ト
の
加
工
か
ら
散

布
ま
で
の
請
負
作
業
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
船
山
一
広
さ
ん

☎
0
2
5
4
（
7
5
）
5
5
3
9

　
鈴
木
農
場
は
、
自
ら
栽
培
し
た

か
ら
し
菜
の
種
で
「
和
か
ら
し
マ
ス

タ
ー
ド
」
の
製
造
、
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
通
常
、
か
ら
し
菜
の
種
か
ら
は

「
練
り
か
ら
し
」
が
作
ら
れ
ま
す
が
、

同
農
場
で
は
マ
ス
タ
ー
ド
に
加
工
し
、

通
常
よ
り
辛
み
の
強
い
爽
や
か
な
味

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
か
ら
し
菜
は

秋
に
種
を
播
き
、
翌
年
の
６
月
に

種
を
収
穫
、
雪
の
下
に
な
る
こ
と

で
え
ぐ
み
の
無
い
種
が
で
き
、
雪
深

い
南
魚
沼
は
マ
ス
タ
ー
ド
作
り
に
適

し
て
い
ま
す
。

　「
収
穫
時
期
の
見
極
め
が
難
し

く
、栽
培
は
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
広
報
担
当
の
南
雲
優
さ
ん
。

　「
和
か
ら
し
マ
ス
タ
ー
ド
」は
、種
・

塩
・
砂
糖
・
酢
の
み
を
使
用
し
た

シ
ン
プ
ル
な
マ
ス
タ
ー
ド
で
、
ツ
ン

と
し
た
辛
み
と
旨
味
が
味
わ
え
る

の
が
特
徴
。「
定
番
の
ソ
ー
セ
ー
ジ

に
合
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お

寿
司
に
少
し
乗
せ
て
食
べ
る
の
も
お

す
す
め
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
は
農
業
を
主
軸
に

様
々
な
体
験
を
提
供
す
る
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
施
設「
V
i
l
l
a
g
e
」

が
併
設
さ
れ
て
い
る
鈴
木
農
場
の

店
舗
が
オ
ー
プ
ン
。
店
舗
で
は
、
和

か
ら
し
マ
ス
タ
ー
ド
に
合
う
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魚沼
支所
「
和
か
ら
し
マ
ス
タ
ー
ド
」を
製
造
・
販
売

中越
支所

ア
レ
ル
ギ
ー
配
慮
の
米
粉
1
0
0
％

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

つ
や
や
か
で
白
い
レ
ン
コ
ン

「
五
泉
美
人
」
出
荷
最
盛
期

新潟
支所

南
魚
沼
市
大
月

　鈴  

木  

農  

場

商品の和からし
マスタード

ブランドのレンコン
「五泉美人」

「お肉との相性が抜群です。
爽やかな辛みを味わってください」

と南雲さん

ペレット加工に

取り組む中村さん（左
）

と船山さん

もみ殻ペレットと
燻炭の軽量床土

ha

ha

刈
羽
村
赤
田
北
方
7
0
4
‐
2

☎
0
2
5
7
（
3
5
）
8
0
3
5

営
業
時
間
９
時
〜
17
時



11 10

　
国
道
49
号
線
沿
い
「
道
の
駅
あ
が
の
」

は
、
県
内
で
42
番
目
に
認
定
さ
れ
８
月

5
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
し
い
道
の
駅

で
す
。

　
同
道
の
駅
は
阿
賀
野
市
の
五
頭
山
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
を
目
印
に
阿
賀
野

市
の
名
産
品
等
を
販
売
す
る
直
売
所「
あ

が
の
市
場
」
や
カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
施
設
の
裏
に
は
大
型
遊
具
も

設
置
さ
れ
て
い
て
、
子
供
や
子
育
て
世

代
に
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「『
食
べ
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
阿
賀
野
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
坂
井
駅
長
。
地
元
に

愛
さ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
、
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

道の駅から阿賀野市
の魅力を発信したい
と話す坂井駅長

阿賀野市の名産品や加工品も数多く取り揃えられている

お孫さんと一緒の白倉さん。近隣の小学校への貸し出しも行っています。

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

表
紙
の
紹
介

道の駅あがの
阿賀野市

住　　所／新潟県阿賀野市窪川原553-2
電話番号／0250-25-7011

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
阿
賀
野
市
産
の

新
米
や
ネ
ギ
等
の
冬
野
菜
が
直
売
所
に

並
び
ま
す
。
特
に
お
米
は
人
気
が
高
く
、

売
れ
筋
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
営

業
を
開
始
し
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
阿
賀
野

市
の
魅
力
を
発
見
し
に
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。道の駅あがの

←至新潟市内
至福島県→

阿
賀
野
川

京ヶ瀬中学校
●

木津I.C
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共済金支払い状況（令和2年12月～令和3年3月）

降雪に備え、ご自身の園芸施設を点検しましょう！

　
降
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
雪
に
よ
る
被
害
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
令
和
２
年
12
月
か

ら
令
和
３
年
２
月
に
か
け
て
の
大
雪

被
害
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
県
の
園
芸

施
設
も
倒
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　
園
芸
施
設
共
済
の
責
任
期
間
は
１
年
間
で
、
被
覆
し
て
い
な
い

期
間
の
本
体
被
害
も
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
降
雪
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

大
雪
に
備
え
、雪
害
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
!!

園
芸
施
設
共
済

雪　害

棟　数 共済金

631棟

37棟

668棟

出典：（一社）日本施設園芸協会「平成26年２月の大雪被害における施設園芸の被害要因と対策指針」より

193,237,938円

5,032,523円

198,270,461円

風雪害

合　計

最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックして
いますか。①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

暖房機の燃油残量は十分にありますか。

暖房機は正常に作動するか確認しましたか。

ブレースや筋交いの留め金具に緩みがないか点検し
ましたか。

谷桶や排水溝、ハウスの際などの残雪やゴミは取り
除きましたか。

中柱をたてるなどの応急的な補強はしましたか。

作物を栽培していないハウスは被覆資材を外しまし
たか。

被覆材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物はあ
りませんか。

大雪被害としてはこれまでで、
最も大きな支払額となりました!

　
上
越
市
稲
荷
で
羊
15
頭
を
飼
育
す
る

白
倉
正
勝
さ
ん
（
71
）
で
す
。

　
40
年
続
け
て
き
た
酪
農
を
廃
業
し
、
平

成
27
年
か
ら
新
た
に
肉
用
羊
（
サ
フ
ォ
ー

ク
種
）
の
飼
育
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

サ
フ
ォ
ー
ク
種
は
、
角
が
な
い
た
め
飼
育

し
や
す
く
肉
質
も
よ
い
羊
で
す
。

　
酪
農
を
や
め
た
後
も
動
物
と
関
わ
り
た

く
、
過
去
に
北
海
道
で
食
べ
た
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
羊
の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。

　「
今
年
は
５
頭
を
出
荷
し
ま
し
た
。
趣
味

半
分
、
実
益
半
分
で
す
が
、
楽
し
み
な
が

ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
白

倉
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年1月10日㈫
当日消印有効

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
12月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●②祭礼に繰り出す飾り屋台。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の言葉です。
●に入る言葉は何でしょう。

クイズの答え 「●●」

8月号のこたえ「エンゲイ」　応募数/293名　正解数/289名 ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I
か
ら
の

お
・
知
・
ら
・
せ

水稲共済に加入しましょう  P2～3

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
等
を
交
代
さ
れ
る
場
合
は
、

各
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
等
を
交
代
さ
れ
た
場
合
は
、
早
め
に
組
合
へ
「
届

出
書
」
と
「
諸
手
当
振
込
口
座
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
諸
用
紙
は
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代
表
者
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
共
済
の
集
会
場
・
神
社
等
の
物
件
や
農
機
具
共
済
の
共
同
利
用

物
件
を
代
表
者
名
義
で
加
入
し
て
い
る
場
合
、
代
表
者
の
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
「
組
合
員
名
義
変
更
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
変
更
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
各
支
所
・
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
が
発
生
し
た
ら

ご
連
絡
を

　
加
入
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
や
、
建
物
、

農
機
具
に
事
故
が
あ
っ
た
時
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連

絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
お
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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●①昆布や鰹節などの食品を煮出した汁。

お友達
募集中

公式アカウント


